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〔
書
　
評
〕

安
岡
健
一
著『「
他
者
」た
ち
の
農
業
史
─
在
日
朝
鮮
人
・
疎
開
者
・
開
拓
農
民
・
海
外
移
民

─
』

松　

本　

武　

祝

　

筆
者
は
、「
他よ
そ
も
の
所
者
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
排
他
性
に
着
目
し
、

そ
の
対
極
に
定
住
者
と
し
て
の
農
民
を
想
起
す
る
。
農
本
主
義
は
、

農
民
の
定
住
性
を
前
提
に
成
立
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
成
要
素

と
な
る
。
本
書
の
分
析
対
象
は
、「
日
本
の
農
民
」
で
あ
り
な
が
ら

も
「
他
所
者
」
＝
周
縁
的
な
存
在
と
し
て
生
き
た
人
び
と
で
あ
る
。

か
か
る
存
在
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
筆
者
は
、
と
く
に
戦

争
に
着
目
す
る
。
か
く
し
て
、
本
書
の
分
析
対
象
時
期
は
、
戦
時
─

戦
後
期
に
置
か
れ
る
。「
周
縁
的
な
存
在
」
が
い
か
に
し
て
「
他

者
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
「
他
者
」
／
「
自
己
」
関

係
、
あ
る
い
は
「
他
者
」
の
自
己
認
識
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て

い
っ
た
の
か
と
い
う
論
点
に
関
し
て
、
筆
者
は
、
五
つ
の
事
例
を
通

じ
て
分
析
を
深
め
て
ゆ
く
。

　

本
書
の
構
成
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

序
章

　
　
　
〈
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
〉「
不
通
線
」
─
横
光
利
一
『
夜
の
靴
』

　
　

第
一
章　

日
本
農
村
に
お
け
る
民
族
の
問
題

　
　
　
〈
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
〉「
悪
い
か
ん
と
く
」　

　
　

第
二
章　

疎
開
・
帰
農
・
戦
後
開
拓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
「
戦
場
化
」
す
る
地
域
と
疎
開
文
化
人

　
　

第
三
章　
「
境
界
」
を
生
き
た
農
民
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
満
洲
開
拓
か
ら
戦
後
開
拓
へ
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〈
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
〉「
赤
い
引
揚
者
」
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
「
国
民
」
と
「
階
級
」
と

　
　

第
四
章　
「
他
者
」
と
な
る
在
外
日
本
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
戦
後
農
地
改
革
と
移
民

　
　
　
〈
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
〉
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
の
訴
願

　
　

第
五
章　

土
地
に
根
付
こ
う
と
す
る
人
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
戦
後
海
外
農
業
移
民
行
政
と
農
民

　
　

終
章

　

以
下
で
は
、
本
論
部
分
に
相
当
す
る
第
一
～
五
章
の
内
容
を
簡
単

に
紹
介
す
る
。
第
一
章
に
お
い
て
は
、
京
都
府
（
と
く
に
久
世
郡
寺

田
村
）
を
対
象
と
し
て
、
戦
時
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
農
民
の
形

成
お
よ
び
戦
後
に
お
け
る
そ
の
消
滅
の
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。
一

九
二
〇
年
代
以
降
に
増
加
す
る
在
日
朝
鮮
人
の
う
ち
の
一
部
が
、
農

業
労
働
者
と
し
て
農
村
に
流
入
し
た
。
そ
し
て
戦
時
末
期
に
は
、
小

作
農
民
と
し
て
農
村
に
定
着
す
る
者
が
現
れ
た
。
地
主
側
に
は
、
戦

時
下
で
の
小
作
地
返
還
へ
の
対
応
、
将
来
土
地
問
題
を
惹
起
す
る
可

能
性
が
低
い
と
い
う
期
待
（
小
作
期
間
を
「
除
隊
ま
で
」
と
す
る
小
作

契
約
の
事
例
あ
り
）
と
い
う
動
機
が
あ
り
、
小
作
人
側
に
は
、「
農
業

要
員
」
登
録
に
よ
る
徴
用
免
除
や
食
料
自
給
確
保
と
い
う
動
機
が

あ
っ
た
。
日
本
の
敗
戦
後
、
多
く
の
朝
鮮
人
農
民
は
居
住
農
村
を
離

れ
た
。
復
員
者
な
ど
と
の
土
地
を
め
ぐ
る
競
合
（
小
作
期
間
「
除
隊

ま
で
」
の
上
記
事
例
も
ふ
く
め
て
）
お
よ
び
農
村
地
域
で
の
「
暴
力
の

予
感
」
が
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
農
村
に
残
っ
た
朝
鮮
人
農
民
は
、

農
地
改
革
で
の
土
地
取
得
を
目
指
し
て
闘
争
し
、
成
果
を
挙
げ
た
。

た
だ
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
、
朝
鮮
人
農
民
数
は
激
減
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、
作
家
・
貴
司
山
治
の
日
記
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

京
都
府
郡
部
に
お
け
る
戦
時
期
の
疎
開
と
戦
時
・
戦
後
の
開
拓
の
実

態
お
よ
び
戦
後
開
拓
農
民
の
文
化
運
動
・
農
民
運
動
を
分
析
し
て
い

る
。
三
〇
年
代
「
転
向
」
の
後
に
流
行
作
家
に
な
っ
た
貴
司
は
、
戦

時
下
で
の
出
版
統
制
に
よ
り
「
転
業
」
を
迫
ら
れ
、
京
都
府
胡
麻
郷

村
に
疎
開
・
入
植
し
た
。
戦
後
、
貴
司
は
、
文
化
運
動
、
開
拓
農
民

運
動
お
よ
び
京
都
府
農
地
委
員
と
い
う
三
分
野
で
活
動
を
し
た
。
開

拓
農
民
の
立
場
に
立
っ
て
農
地
改
革
に
関
わ
っ
た
貴
司
は
、
未
墾
地

買
収
に
対
す
る
地
元
地
主
・
農
民
の
抵
抗
に
直
面
す
る
。
戦
時
・
戦

後
の
開
拓
事
業
は
困
難
を
抱
え
、
多
く
の
入
植
者
は
離
農
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
貴
司
も
ま
た
、
再
度
文
学
を
志
し
て
一
九
四
八
年
に
東

京
に
戻
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
満
洲
か
ら
の
引
揚
開
拓
農
民
の
再
入
植
を
め
ぐ
る

政
策
と
実
態
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
戦
前
に
満
洲
移
民
政
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策
を
推
進
し
た
官
僚
た
ち
が
、
戦
後
、
再
入
植
に
向
け
て
の
制
度
を

整
備
し
、
事
業
と
し
て
推
進
し
た
。
現
場
に
お
い
て
は
、
引
揚
開
拓

農
民
は
貧
困
と
差
別
に
直
面
し
た
。
引
揚
者
は
「
戦
争
犠
牲
の
均
分

化
」
を
訴
え
つ
つ
、
生
活
保
護
受
給
の
要
求
な
ど
の
運
動
を
展
開
し

た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
均
分
化
」
論
は
、
日
本
民
族
と
し
て
の
論
理

で
あ
り
、
在
日
朝
鮮
人
な
ど
民
族
的
少
数
者
を
包
摂
す
る
論
理
と
は

な
ら
な
か
っ
た
（
一
部
で
は
、
旧
植
民
地
出
身
者
と
連
帯
す
る
試
み
が

み
ら
れ
た
）。
天
皇
巡
幸
時
の
面
会
は
、
あ
ら
た
な
「
国
民
」
の
物

語
（「
新
日
本
建
設
」）
を
確
認
す
る
場
と
な
っ
た
。
京
都
府
寺
田
村
・

原
谷
地
域
の
事
例
に
お
い
て
引
揚
開
拓
農
民
は
、
入
植
地
の
確
保
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
在
来
住
民
と
の
対
立
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
入
植
後

に
は
、
農
業
経
営
の
不
調
な
ど
の
困
難
に
遭
遇
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
戦
後
農
地
改
革
の
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性

格
」
に
着
目
し
て
、
在
外
日
本
人
の
所
有
地
を
め
ぐ
る
政
策
の
変
遷
、

お
よ
び
在
米
日
本
人
が
そ
の
所
有
地
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
運
動
が

分
析
さ
れ
て
い
る
。
農
地
改
革
に
お
い
て
、
在
外
日
本
人
の
所
有
地

に
関
し
て
は
、
原
則
買
収
の
方
針
が
掲
げ
ら
れ
、
一
九
五
〇
年
に
対

象
土
地
の
買
収
が
終
了
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
に
は
連
合
国
人
・

中
立
国
人
不
在
地
主
の
所
有
地
も
買
収
・
売
渡
の
対
象
と
な
り
、
農

地
改
革
の
理
念
た
る
「
耕
作
者
主
義
」
が
貫
徹
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
在
米
日
本
人
は
、
不
在
地
主
の
適
用
除
外
・
延
期
を
求
め
る
運

動
を
展
開
し
た
。「
帰
化
」
が
で
き
ず
外
国
人
土
地
法
が
撤
廃
さ
れ

て
い
な
い
状
況
下
で
、
故
郷
の
財
産
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
在
米
一

世
の
立
場
が
こ
う
し
た
運
動
の
背
景
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
永
住

権
・
帰
化
権
を
求
め
る
在
米
日
本
人
全
般
の
運
動
が
広
が
る
こ
と
で
、

こ
の
運
動
は
断
念
を
強
い
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
戦
後
海
外
農
業
移
民
を
め
ぐ
る
政
府
の
政
策
（
政

策
担
当
官
僚
の
系
譜
）
と
移
民
創
出
の
実
績
を
論
じ
て
い
る
。
政
府

補
助
海
外
移
民
は
一
九
五
二
年
に
再
開
さ
れ
一
九
九
一
年
ま
で
継
続

し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
送
出
数
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る

が
、
そ
の
大
部
分
が
農
業
移
民
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
経
済
更
生
運
動

と
満
洲
移
民
政
策
を
担
当
し
た
官
僚
ら
が
、
戦
後
、
農
林
省
に
お
い

て
農
業
移
民
政
策
を
担
当
し
た
。
農
林
省
に
よ
る
移
民
行
政
の
論
理

は
、
過
剰
人
口
下
に
あ
る
日
本
農
業
の
構
造
改
善
＝
適
正
規
模
営
農

の
創
出
で
あ
り
、
移
住
者
に
対
し
て
は
「
家
族
移
住
」「
永
住
主

義
」
を
そ
の
基
本
方
針
と
し
た
。
一
部
で
は
、
戦
前
満
洲
移
民
と
同

様
の
「
分
村
移
民
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

以
下
で
は
、
農
業
史
研
究
に
お
け
る
本
書
の
貢
献
を
三
点
挙
げ
る
。

第
一
に
論
点
の
斬
新
さ
で
あ
る
。
本
書
で
扱
っ
て
い
る
在
日
朝
鮮
人
、

戦
時
疎
開
、
満
洲
農
業
移
民
、
在
米
日
本
人
、
戦
後
移
民
と
い
う
五
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つ
の
主
題
は
、
第
三
の
主
題
を
除
い
て
は
、
農
業
史
研
究
に
お
い
て

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
主
題
を
農
業
史
研
究
の
文
脈
に
位
置
づ
け

る
作
業
に
挑
ん
で
い
る
。
第
三
の
主
題
で
あ
る
満
洲
農
業
移
民
に
関

し
て
は
、「
民
族
問
題
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
農
業
史
研
究
に
お
い

て
疎
か
に
さ
れ
て
き
た
視
点
か
ら
こ
の
主
題
の
再
解
釈
を
試
み
て
い

る
。
そ
し
て
、
同
時
代
の
新
聞
雑
誌
、
行
政
文
書
、
卒
業
論
文
、
日

記
そ
し
て
関
係
者
か
ら
の
聞
取
り
な
ど
史
料
を
広
く
渉
猟
す
る
こ
と

で
緻
密
な
実
証
を
積
み
上
げ
、
そ
の
作
業
に
成
功
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
今
日
の
我
々
の
常
識
的
な
歴
史
認
識
が
、
そ
の
よ
う
な

も
の
と
な
る
ほ
か
な
か
っ
た
歴
史
的
な
根
拠
を
示
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
ふ
た
つ
の
論
点
を
提
示
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
戦
時

末
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
小
作
農
化
の
進
展
と
い
う
事
実
に
も
か
か

わ
ら
ず
戦
後
に
は
そ
れ
ら
朝
鮮
人
は
、
都
市
部
に
移
住
し
さ
ら
に
帰

還
を
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
戦
後
農
地
改
革
は
「
民
族
問
題
」
を
抱

え
込
む
こ
と
な
く
遂
行
さ
れ
、
戦
時
末
期
に
お
け
る
「
経
験
」
も
や

が
て
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
に
は
、
戦
後
引
揚
開
拓

農
民
は
生
活
保
護
制
度
か
ら
排
除
さ
れ
、「
引
揚
者
の
正
常
国
民

化
」（
二
三
四
頁
）
を
自
分
た
ち
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

こ
う
し
て
自
ら
国
民
と
し
て
も
自
意
識
を
高
め
て
ゆ
く
裏
面
に
お
い

て
、
自
分
た
ち
の
植
民
と
引
揚
の
経
験
は
個
人
的
な
領
域
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
「
国
民
」
の
記
憶
と
し
て
共
有
さ
れ
る
契
機
を
失
し
て
し

ま
っ
た
。

　

第
三
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
分
析
対
象
と
す
る
「
他
者
」
相
互
の

関
係
性
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
構
造
的
な
捉
え
方
の
端
緒
を
示
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
戦
時
期
に
農

村
に
定
着
し
た
朝
鮮
人
農
民
が
戦
後
に
財
産
を
処
分
し
て
帰
還
し
た

こ
と
が
、
戦
時
疎
開
者
の
定
着
を
促
し
た
（
一
五
〇
頁
）、
②
「
耕

作
者
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
民
族
・
国
籍
を
問
わ
ず
適
用
」（
二
七
二

頁
）
と
い
う
農
地
改
革
法
の
原
則
が
、
朝
鮮
人
小
作
農
お
よ
び
在
米

日
本
人
「
不
在
地
主
」
に
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
た
、
③
在
米
（
在

外
）
日
本
人
「
不
在
地
主
」
へ
の
農
地
改
革
法
適
用
原
則
が
、
家
産

処
分
後
に
渡
航
と
い
う
戦
後
農
業
移
民
政
策
の
原
則
に
帰
結
し
た
。

　

残
り
の
紙
面
を
用
い
て
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
を
挙
げ
た
い
。

第
一
に
、「
人
び
と
が
取
り
持
つ
諸
関
係
の
う
ち
自
他
の
区
分
が
ゆ

ら
ぎ
、
再
編
成
さ
れ
る
場
に
着
目
し
、
…
…
近
代
日
本
に
お
け
る

「
自
己
」
を
あ
ぶ
り
出
し
て
ゆ
く
」（
六
～
七
頁
）
と
い
う
本
書
の
課

題
に
関
し
て
。
戦
時
末
期
に
お
い
て
朝
鮮
人
が
日
本
農
村
に
農
民
と

し
て
定
着
し
て
ゆ
く
過
程
に
お
い
て
、「
自
他
の
区
分
が
ゆ
ら
ぎ
、

再
編
成
さ
れ
る
場
」
が
い
か
よ
う
に
存
在
し
た
の
か
が
読
み
取
れ
な
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か
っ
た
。
京
都
府
寺
田
村
で
は
、
朝
鮮
人
農
民
は
部
落
実
行
組
合
か

ら
は
排
除
さ
れ
、
駐
在
所
巡
査
管
理
下
の
協
和
会
に
組
織
化
さ
れ
て

い
た
。
農
業
の
共
同
作
業
も
、
朝
鮮
の
伝
統
的
な
労
働
交
換
制
度

（
プ
マ
シ
）
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
農
民
の
あ
い
だ
で
の
み
行
わ
れ
た
。

長
野
県
飯
田
地
方
の
背
負
子
「
朝
鮮
セ
イ
タ
」
の
よ
う
な
〝
技
術
交

流
〟
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、「
自
他
の
区
分
」
の

「
ゆ
ら
ぎ
」
や
「
再
編
成
」
の
局
面
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
戦
時
疎
開
者
や
戦
後
引
揚
開
拓
農
民
と
入
植
対
象
地
域
の

農
民
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
入
植
（
開
拓
）
地
の
権
利
な
ど
を
め

ぐ
る
利
害
対
立
が
主
た
る
論
点
と
な
っ
て
お
り
、
上
と
同
様
に
、

「
ゆ
ら
ぎ
」「
再
編
成
」
の
文
脈
が
明
確
と
は
い
え
な
い
。
戦
時
・
戦

後
の
激
し
い
人
口
移
動
に
と
も
な
っ
て
、
日
本
各
地
の
農
村
に
現
わ

れ
た
「
他
所
者
」
は
、
そ
の
地
域
の
農
民
に
と
っ
て
は
一
貫
し
て

「
他
者
」
で
あ
り
続
け
た
、
と
い
う
解
釈
の
ほ
う
が
妥
当
な
の
で
は

な
い
か
。

　

第
二
に
、
上
の
論
点
と
も
関
わ
る
が
、
戦
時
下
で
の
「
イ
エ
」
の

機
能
に
関
す
る
論
点
を
挙
げ
た
い
。
戦
時
末
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
の

日
本
農
村
へ
の
農
民
と
し
て
の
定
着
に
関
連
し
て
、「
戦
時
体
制
へ

の
動
員
に
よ
っ
て
農
村
の
自
律
性
が
大
き
く
変
容
さ
せ
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
も
対
応
し
て
い
る
」（
一
〇
七
頁
）、「
総
力
戦
の
遂
行
さ
れ

る
な
か
で
、
帝
国
日
本
に
は
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
「
村
落
」

が
現
れ
よ
う
と
し
て
い
た
」（
一
〇
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
筆
者
は
、

戦
時
末
期
に
お
け
る
村
落
の
変
容
を
強
調
し
て
い
る
。
他
方
で
、
実

証
は
困
難
と
し
な
が
ら
も
、
婿
入
り
な
ど
の
婚
姻
を
通
じ
て
朝
鮮
人

が
日
本
人
世
帯
に
入
っ
て
行
っ
た
可
能
性
は
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
九
一
～
九
二
頁
）。
日
本
の
「
イ
エ
」
は
、
そ
の
世
代

継
承
の
た
め
に
、
養
子
や
婿
養
子
な
ど
機
動
的
な
戦
略
を
採
る
こ
と

を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
戦
時
下
の
労
働
力

不
足
と
い
う
局
面
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
、「
イ
エ
」
が
朝
鮮
人

と
の
縁
組
に
よ
る
こ
う
し
た
継
承
戦
略
を
採
ら
な
か
っ
た
と
す
る
と
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。「
イ
エ
」
の

継
承
戦
略
の
機
動
性
は
、
そ
も
そ
も
「
イ
エ
」
と
い
う
慣
習
（
文

化
）
を
共
有
す
る
者
同
士
の
間
で
し
か
成
立
し
え
な
い
、
と
い
う
こ

と
な
の
か
。
一
九
九
〇
年
代
前
後
に
は
、
日
本
人
農
民
男
性
と
外
国

人
女
性
と
の
結
婚
が
社
会
的
に
注
目
を
集
め
る
ほ
ど
に
増
加
し
た
こ

と
を
想
起
す
る
と
、
文
化
的
「
他
者
」
に
対
す
る
「
イ
エ
」
継
承
戦

略
の
機
動
の
し
や
す
さ
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
異
が
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
あ
る
い
は
、「
イ
エ
」
は
、
本
来
は
、
文

化
的
「
他
者
」
に
対
し
て
で
も
同
様
の
機
動
性
を
発
揮
し
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
人
と
の
婚
姻
（
縁
組
）
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
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政
策
の
た
め
に
そ
れ
が
作
動
し
な
か
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
な
の
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
第
一
の
論
点
で
取
り
上
げ
た
「
ゆ
ら
ぎ
」「
再
編

成
」
と
い
う
観
点
と
も
か
か
わ
っ
て
、
い
っ
そ
う
掘
り
下
げ
ら
れ
る

べ
き
論
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
実
証
の
困
難
さ
を
勘
案
す
る
と
、
ひ

と
り
筆
者
に
と
っ
て
の
課
題
と
い
う
よ
り
は
、
広
く
研
究
者
が
共
有

す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
「
他
者
」
と
い
う
本
書

の
主
題
と
か
か
わ
っ
て
付
言
す
れ
ば
、「
嫁
入
り
」
を
通
じ
て
「
イ

エ
」
の
構
成
員
と
な
る
女
性
は
、
一
般
的
に
「
他
所
者
」
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
は
、
い
か
な
る
機
制
を
通
じ
て
「
他
者
」
で
な
く
な
る
の

か
、
あ
る
い
は
実
質
的
に
「
他
者
」
で
あ
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
。

　

第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
「
総
力
戦
体
制
論
」
に
対
す
る
批
判
に
つ
い

て
。
筆
者
は
、「（
あ
る
歴
史
家
た
ち
の
見
解
で
は
総
力
戦
を
経
て
平
準

化
さ
れ
統
合
さ
れ
た
は
ず
の
）
こ
の
「
国
民
」
の
う
ち
に
あ
る
「
判

然
と
わ
か
れ
た
心
の
距
離
、
胸
中
は
つ
き
り
引
か
れ
た
境
界
線
」」

に
よ
る
切
断
の
契
機
と
し
て
、「
戦
争
の
過
程
で
生
じ
た
「
経
験
」」

に
着
目
し
た
横
光
利
一
の
作
品
を
高
く
評
価
す
る
（
以
上
、
引
用
は

二
三
頁
。（　

）
は
原
文
の
ま
ま
）。
こ
の
観
点
を
堅
持
し
つ
つ
、
筆
者

は
、
実
証
部
分
に
お
い
て
も
、
第
一
章
で
は
、「
戦
前
か
ら
の
連
続

面
の
み
を
強
調
し
て
農
地
改
革
を
捉
え
る
こ
と
は
、
植
民
地
と
の

「
相
克
」
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
日
本
農
村
の
歴
史
を
見
過
ご
す
こ

と
に
つ
な
が
る
」（
一
〇
九
頁
）
と
い
う
論
点
を
、
第
二
章
で
は
、

「（
疎
開
と
い
う
か
た
ち
で
の
：
引
用
者
）
こ
れ
ほ
ど
の
人
の
移
動
を
経

て
も
な
お
、
戦
時
期
と
戦
後
で
「
シ
ス
テ
ム
」
そ
れ
自
体
は
維
持
さ

れ
て
い
た
か
ら
時
代
と
し
て
連
続
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
」（
一
六
一
頁
）
と
い
う
論
点
を
、
そ
れ

ぞ
れ
提
示
し
て
い
る
。「
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
総
力
戦
体
制
」
を
強

調
し
て
き
た
既
存
の
総
力
戦
体
制
論
と
の
対
比
で
、
筆
者
は
、
戦
時

下
農
村
で
の
人
々
の
個
別
具
体
的
な
「
経
験
」
を
重
視
し
て
い
る
と

い
え
る
。
朝
鮮
人
が
農
民
と
し
て
日
本
農
村
に
定
着
し
た
こ
と
や
、

疎
開
者
が
サ
バ
イ
バ
ル
の
た
め
に
農
村
で
開
拓
事
業
を
は
じ
め
た
こ

と
な
ど
は
「
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
総
力
戦
体
制
」
に
と
っ
て
は
想
定

外
の
事
態
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
筆
者
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
戦
時

期
・
戦
後
に
固
有
の
個
々
人
の
「
経
験
」
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
他
方
で

は
、
朝
鮮
人
農
民
に
対
す
る
日
本
人
農
民
の
民
族
的
排
外
意
識
は
、

戦
前
─
戦
時
期
─
戦
後
を
通
じ
て
一
貫
し
て
観
察
さ
れ
る
し
、
ま
た
、

（
疎
開
者
の
事
例
で
は
な
い
が
）
引
揚
開
拓
農
民
は
、「
日
本
国
民
」

と
し
て
再
び
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
在
米
日
本
人
の
場
合
、

「
永
住
権
」（
＝
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
の
平
準
化
）
の
獲
得
が
運
動
の
視
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野
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不
在
地
主
」
と
し
て
の
権
利
追
及
を
断

念
す
る
に
至
っ
た
こ
と
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
実
は
、
筆
者

自
身
も
、
横
光
が
い
う
と
こ
ろ
の
、「
経
験
」
が
も
た
ら
す
「
境
界

線
」
が
、「
切
断
と
し
て
意
識
さ
れ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

「
国
民
」
と
い
う
均
質
な
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
」

（
二
三
～
二
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
総
力
戦
体
制
論
と
筆
者
が
強
調

す
る
「
経
験
」
と
は
、
排
他
的
で
は
な
く
む
し
ろ
相
互
に
補
完
的
な

概
念
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
四
に
、
右
の
第
三
の
論
点
と
も
関
わ
る
が
、「「
国
民
」
と
い
う

均
質
な
存
在
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
書
が
取
り
上
げ
て
い

る
五
つ
の
「
他
者
」
に
お
い
て
、
い
わ
ば
「
他
者
性
」
の
度
合
い
に

違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
戦
後
海
外
農
業
移

民
政
策
は
、
日
本
国
内
の
農
業
構
造
政
策
を
補
完
す
る
た
め
の
「
棄

民
」
政
策
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
他
者
」
そ
の
も
の
を
生
み
出

す
政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
実
績
は
乏
し
く
、
政
策
と

し
て
は
ほ
ぼ
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
（
と
は
い
え
、
実
績
が
皆
無
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
戦
前
の
満
洲
分
村
移
民
政
策
の
場
合
と
同
様
に
、

「
構
造
政
策
」
と
い
う
名
分
の
下
で
、
行
政
─
村
落
が
「
他
者
」
を
選
別

し
排
出
す
る
ち
か
ら
を
保
持
し
て
い
た
（
る
）
こ
と
は
、
十
分
に
認
識
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
）。
在
米
日
本
人
「
不
在
地
主
」
と
疎
開
者
開
拓
農

民
・
引
揚
開
拓
農
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
国
民
、
日
本
国
民
と

し
て
統
合
さ
れ
た
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

在
日
朝
鮮
人
農
民
は
、
日
本
農
村
・
農
民
に
よ
っ
て
排
除
の
対
象
と

な
り
つ
づ
け
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
が
評
者
の
見
解
と

対
立
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
り
明
示
的
に

説
明
す
べ
き
論
点
で
あ
る
と
考
え
て
、
あ
え
て
言
及
し
た
。

　

日
本
農
村
（
村
落
）
の
排
他
性
と
い
う
論
点
は
、
長
い
研
究
史
を

有
す
る
。
そ
の
分
析
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
隣
接
す
る
村
落
と
の
関

係
性
が
着
目
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

「
他
所
者
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
論
点
に
挑
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

細
密
な
実
証
部
分
も
読
み
応
え
十
分
で
あ
る
。
是
非
一
読
い
た
だ
き

た
い
。

安
岡
健
一
著
『「
他
者
」
た
ち
の
農
業
史
─
在
日
朝
鮮
人
・
疎
開
者
・

開
拓
農
民
・
海
外
移
民
─
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
四
年

二
月
刊
、
Ａ
5
判
、
ｖ
＋
三
五
〇
頁
、
本
体
価
格
四
、
〇
〇
〇
円
）

（
ま
つ
も
と
　
た
け
の
り
・
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
）




